
広報 
平成21年 
（2009年） 7.1

【座間市のお知らせ】№836 市 の 人 口●128,677人（＋917人） 
　　　　　　男65,676人　女63,001人 
市の世帯数●53,346世帯（＋801世帯） 
平成21年６月１日現在（　）は前年同月との増減 

●住宅用太陽光発電設備設置費助成制度の利用を（2面） 
●平成20年度下半期の財政状況の報告（4面） 
●市民参加の実施状況・予定を公表（5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●自転車事故・高齢者事故に注意しましょう（8面） 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

「
地
場
産
品
を
地
元
の
消
費
者
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
の
も
と
に
、
平
成
十
七
年
か
ら
市
内
の
農
業
者
・
商

業
者
で
組
織
す
る
生
産
者
グ
ル
ー
プ
が
、
ざ
ま
市
民
朝
市
を

毎
月
一
回
、
第
四
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
多
く
の
来
場
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
、
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
、
試
行
的
に
第
二
日
曜

日
も
朝
市
を
開
催
し
、
月
二
回
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
こ
の
朝
市
で
は
、
地
場
産
品
を
通

し
て
、
生
産
者
と
消
費
者
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。

気
持
ち
の
い
い
朝
に
、
ち
ょ
っ
と
早
起
き
を
し
て
、
出
掛

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
座
間
産

の
野
菜
や
特
産
品
な
ど
を
食
卓
で
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
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7月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」です7月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」です
担当 青少年課　�046（253）8415 �046（259）2163

市民の皆さんの健康と健康づくりの輪が大きく広がっていくことを願い「健康サマーフ
ェスタインざま」を開催します。
市民を主体とする実行委員会が中心となり開催するこの催しでは、骨密度測定などの各

種測定や健康体操、郷土料理の試食など、さまざまな健康に関するイベントが盛りだくさ
んです。
ご家族や友達などとお誘い合わせの上、気軽にご来場ください。

担当 健康づくり課　�046（252）7995 �046（255）3550

と　き ７月11日（土）午前９時～正午
ところ スカイアリーナ座間（市民体育館）３階大体育室および正面玄関前広場

イベント内容
●WE LOVE ZAMA！健康体操　●骨密度、脳年齢、体組成などの各種測定
●体力年齢ウォッチング　●地元野菜などの販売　●座間の昔ながらの食の試食
●一輪車、ジャズダンス、親子ジャギー演技　●健康体操、ニュースポーツの体験

会 場 案 内 図

ざま市民朝市会場 

ふれあい会館 

座間市役所前 座間市役所北 図書館 
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○と　き　毎月第２・第４日曜日午前７時～８
時
※７月は12日（日）、26日（日）です。
※月２回実施は12月までの試行実施です。

○ところ　市役所ふれあい広場（下図参照）
※雨天の場合は、市役所１階アトリウムで開
催します。

○販売品　地場産野菜、農産物加工品、肉、肉
加工品、鉢植えの花や切り花、市指定特産品
など

※買い物袋をご持参ください。
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サポートセンターでは、市民の皆さんの活動を応援するため、７月か
ら印刷機を導入しました。黒、赤、青の３色でカラフルな印刷ができま
す。団体のイベント、会員募集のチラシや通信などにご利用ください。
○対　象 市内で市民活動を行う団体および個人
○使用料　１製版（１色）100枚まで50円

１製版（１色）500枚まで80円
※利用に当たっては、予約が必要です。
※印刷は50枚以上とし、用紙は持参してください。
※その他、利用の詳細はサポートセンターへお問い合わせください。

【サポートセンター利用可能時間】
○午前９時～午後５時（休業日は火曜日、祝日、年末年始）
問い合わせ先 市民活動サポートセンター

�046（255）0201 �046（255）3243
担当 協働まちづくり課　�046（252）8237 �046（255）3550

７月から印刷機が使用できます 市では、環境に優しい自然再

生エネルギーの活用を推進する

ため、住宅用太陽光発電設備を

設置しようとする方に、予算の

範囲内でその費用の一部を助成

します。同様の制度は平成20年

度にいったん休止されました

が、国が助成制度を設けるとと

もに、県も同制度助成市町村に対して上乗せ補助をするのに合わせて、

市も助成制度を設けました。

○対 象　市内において、住宅用太陽光発電設備を住宅など（自らが居

住する住宅をいい、店舗など併用住宅のうち、延べ床面積の過半が住

宅の用途に供するものを含む）に設置する方、または、当該設備付き

新築住宅を購入する方で次の要件を満たす方

▽要件＝①設置工事着手の７日前までに補助金等交付申請書を提出で

きる方、または、当該設備付き新築住宅を購入する方については、本

年度中に売買契約を締結できる方②設置工事とそれに要する費用の支

払いや電力会社との契約などを平成22年３月19日までに完了できる方

③電力会社と電力受給契約を締結する方④その他、補助金交付要綱に

定める要件を満たす方

※既に発電設備を設置中や工事中の方、または、発電設備付き新築住宅

を購入済みの方は対象になりません。

○受付期間　７月１日（水）～平成22年２月26日（金）

※申込順で受け付け、助成額が予算枠を超えた時点で締め切ります。

○助成金額　▽市分：最大出力１キロワット当たり２万円（上限８万円）

▽県分：最大出力１キロワット当たり3.5万円（上限12万円）

※助成対象や申請方法など詳しくは、担当にお問い合わせください。

担当 環境対策課 �046（252）8214 �046（257）7743

今年も、暑い夏が始まります。この時期は熱中症に注意しましょう。
熱中症は、屋外だけでなく屋内でも発症します。高温の場所だけでなく
風通しが悪く湿度の高い場所でも発症し、時には生命にかかわります。
《熱中症を防ぐポイント》
１　外出するときは、帽子や日傘などで直射日光を避けましょう。
２　外で活動するときはこまめに休み、スポーツドリンクなどで水分を
補給しましょう。屋内などで動いていなくても水分補給は大切です。

３　部屋の中は、風通しを良くして、高温多湿にならないように気を付
けましょう。

４　暑い場所では、長時間の作業やスポーツなどは避けましょう。
《熱中症かなと思ったら》
１　涼しい日陰やクーラーの効いた場所へ移動しましょう。
２　衣服を緩めて休みましょう。
３　体を氷や冷たい水でぬらしたタオル、冷たいペットボトルなどで脇
の下・足の付け根に当てて冷やしましょう。

４　スポーツドリンクや薄い食塩水などを少しずつ何回かに分けて飲ま
せましょう。

※軽い症状のときは、以上の処置でよい場合もありますが、意識がぼん
やりしていたり、反応が鈍かったりするなどの場合は、すぐに救急車を
呼びましょう。
担当 保健医療課 �046（252）7225 �046（257）7043

赤ちゃんの抱っこや、ミルクを飲ませるお手伝いなどをする「赤ちゃ
んとのふれあい体験」参加者を募集します。また、赤ちゃんと触れ合う
ことで小学５年・６年生に命の大切さを考えてもらうこの事業に協力し
てくださるお母さんと赤ちゃんを募集します。

担当 保健医療課 �046（252）7225 �046（252）7043 市では、昭和56年５月31日以前に

建築された（同年６月１日以降に増

改築されたものを除く）木造住宅を

対象に無料耐震相談会を実施しま

す。

○と　き　７月25日（土）午前９時

30分～午後４時

○ところ　市公民館３階集会室

○相談員　県建築士事務所協会座間支部会員

○定　員　14人（申込順、一人約45分の時間予約制）

○持ち物　受付後に市から送付された書類、確認申請などの図面（略図

でも可）、建物状況が分かる写真など

○申込方法　７月１日（水）～15日（水）に電話で担当へ

※次回の相談会は、８月22日（土）に「北地区文化センター」で予定し

ています。なお、市では建物の耐震診断について、電話や訪問などによ

る個別の勧誘はしていません。

※市では、木造住宅の無料耐震相談を受けて耐震診断を希望する方には、

耐震診断費の２分の１（上限５万円）を、診断結果に基づいて改修計画

書の作成を希望する方には、改修計画書作成費用の２分の１（上限５万

円）を補助します。さらに、改修計画書に基づいて耐震改修工事を実施

する場合には、耐震工事費用の２分の１（上限50万円）と現場立会い費

用の２分の１（上限３万円）を補助します。

※住宅耐震改修をした場合、「所得税額の特別控除」と「固定資産税額

の減額措置」の制度があります。

担当 建築・住宅課 �046（252）7396 �046（255）3550

と　き 
 

ところ 

内　容
 

 

対　象
 

 
定　員 
 

持ち物 
 

申込方法 

①７月27日（月）②30日（木）
（全２回）午前９時～午後０時
30分 
市民健康センター 
①赤ちゃん人形での抱き方練習
②赤ちゃんとの触れ合い体験 

市内在住の小学５年・６年生
 

 
25人（申込順） 
前掛け、筆記用具、飲み物、ハ
ンドタオル、自分の母子健康手
帳（持っている人） 
７月17日（金）までに電話で担
当へ 

７月30日（木）午前10時～午後
０時30分

 
 
 
赤ちゃんとの触れ合い体験への
協力 
お母さんと生後４～８カ月（申
込時）の赤ちゃん 
20組（申込順） 
 
母子健康手帳 
 
７月24日（金）までに電話で担
当へ 

参　加　者 協　力　者 



▽とき＝７月24日（金）午
前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内
容＝離乳食のすすめ方、子
どもの発達について▽対
象＝おおむね生後７カ月～
８カ月児とその保護者（離
乳食が１又は２回食の赤ちゃん）▽定員＝30人（申込
順）▽持ち物＝母子健康手帳、マグカップ、ティース
プーン▽申込方法＝電話予約

▽とき＝７月14日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成21年３月生まれ

▽とき＝７月29日（水）午前９時15
分～９時35分受け付け▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月
児（第１子に限る）▽定員＝30人
（申込順）▽持ち物＝母子健康手帳、
歯ブラシ▽申込方法＝電話予約

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成19年12月
生まれ◆歯科▽とき＝７月８日、15日いずれも水曜日
午前９時30分～10時30分▽ところ＝市民健康センター
▽対象＝平成19年11月生まれ

▽とき＝７月22日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
と育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）▽対
象＝平成19年６月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、歯
ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はありませ
ん。ご注意ください）

▽とき＝７月７日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成18年１月生まれ▽持ち
物＝母子健康手帳

▽とき＝７月13日（月）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定、
尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ
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▽とき＝７月８日（水）、13日（月）午後１時15分～
２時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝平成21年４月生まれ（対象者には個人
通知します）と対象月に受けられなかった６カ月未
満児

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談
▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝７月23日（木）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・す
すめ方、子どもの発達や予防接種について▽対象＝
おおむね５カ月～６カ月児とその保護者（これから
離乳食を始める赤ちゃん）▽定員＝30人（申込順）▽
持ち物＝母子健康手帳、ティースプーン▽申込方
法＝電話予約

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

内　科 

外　科 
小児科 

（外科系を除く） 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

 
�０４６（２５２）９０９０ 

 

 
�０４６（２５５）９９３３ 

◆深　夜 
診療科目 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 
小児救急情報センター�０４６（２５５）９９３３でご確認ください。 午後10時～翌日午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌日午前８時 

※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。 
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。 

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 
小児科 

（外科系を除く） 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 
午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 

 

�０４６（２５５）９９３３ 

受付時間 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

予ＢＣＧ接種

保赤ちゃん教室

保１歳６カ月児健康診査

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

保育児相談

保４カ月児健康診査

と　き と  こ  ろ 受付時間 
７月10日（金） 

７月17日（金） 
午前９時30分 
　～10時30分 

東地区文化センター 

市民健康センター 

保もぐもぐ教室

保健康相談

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

○と　き　①７月25日②９月12日③10月17日④11
月21日⑤12月12日⑥平成22年１月23日⑦３月13
日いずれも土曜日午前９時～正午（全７回）

○ところ　市公民館２階実習室ほか
○定　員　25人（申込順）
○対　象　中学生以上（原則全回出席できる方）
○内　容　郷土の季節の
料理作り①ガイダンス
②夏の料理③秋の味覚
④冬の料理⑤お正月料
理⑥太巻き寿司⑦五目
飯ほか
※内容を変更する場合があります。

○参加費　各回500円（初回を除く。実習材料代
として）

○持ち物　筆記具、前掛け
○申込方法　７月24日（金）までに電話で担当へ
担当 生涯学習推進課

�046（252）8431 �046（252）4311

国民年金制度は、20歳以上60歳未満の方が加入する制度です。保険料を納め
ることで、老後の老齢基礎年金のほか、万が一のときの障害基礎年金や遺族基
礎年金が受けられます。しかし、経済的な理由などで保険料の納付が困難な場
合は、申請手続きをすることで、保険料の納付が免除される制度があります
（下表参照）。

○申請要件　本人や配偶者、世帯主の前年所得が、それぞれ一定の基準額以下
であること（社会保険事務所で審査し、その結果を連絡します）

○申請方法　市役所および厚木社会保険事務所に備え付けの申請書に必要事項
を記入し、年度（７月から翌年６月まで）ごとに市役所１階国保年金課年金

係に提出（郵送可）
※前年度に全額免除または若年者納付猶予が承認されて継続審査を希望した
方は、改めて申請する必要はありません。また、申請書の郵送を希望する場
合は、担当にお問い合わせください。申請書は社会保険庁のホームページか
らダウンロードもできます。

○免除期間の受給資格　保険料が免除された期間も老齢年金の計算の際に受給
資格期間として算定。また、障害年金や遺族年金を受ける際の受給資格期間
としても算定
※全額免除・若年者納付猶予以外の部分的な免除制度の場合、左表の金額を
支払う必要があります。支払わない場合は免除になりません。

○免除された保険料の追加納付　免除または猶予された保険料につき、将来受
け取る年金額が少なくならないよう10年以内に納付が可能
※免除が承認された期間から３年度目以降に納付する場合は、経過した年数
に応じた一定の加算額が加わります。

○問い合わせ先　年金ダイヤル�0570（05）1165（IP電話、PHSからは�03
（6700）1165）、厚木社会保険事務所�046（223）9082（国民年金課直通）
担当 国保年金課　�046（252）7035 �046（252）7043

全額免除、若年者納付猶予 保険料の全額が免除 ０円 

４分の１納付 保険料の４分の３が免除（残り４分の１を納付） 3,670円 

半額納付 保険料の２分の１が免除（残り２分の１を納付） 7,330円 

４分の３納付 保険料の４分の１が免除（残り４分の３を納付） 11,000円 

※平成21年度の保険料月額14,660円で算出 

保険料の免除制度 月々の納付保険料額 



表２　平成20年度　市民参加の実施状況 

座間市水道事業経営プランの策定 パブリックコメント 
平成20年４月10日 
　　　～５月９日 

意見提出は 
ありませんでした 水道業務課 

座間市スポーツ振興計画の策定 
パブリックコメント 

平成20年５月１日 
　　　～５月30日 

意見提出は 
ありませんでした 

スポーツ振興審議会 
平成20年８月７日 
　　　・10月２日 ２回開催 

座間市景観審議会 
平成20年７月14日 
・平成21年２月17日 ２回開催 

スポーツ課 

座間市景観計画の運用及び策定 

座間市都市計画審議会 
平成20年７月18日 
　　　・11月12日 ２回開催 

座間市景観計画及び座間都市計画 
生産緑地地区変更計画について 

都市計画課 

国内友好都市検討委員会 平成20年10月14日 １回開催 国内友好都市交流事業 渉外課 

絵画コンクール 平成20年10月 対象　市内小学生 
参加者　500人 

「(仮称）第四次座間市総合計画」 
策定事業 

政策課 

アンケート調査 平成20年11月 
対象　3,941人 
回答　1,467件 

対象　2,500人 
回答　1,227件 

行政評価の推進 

アンケート調査 
平成20年11月27日 
　　　～12月24日 

意見提出 
　　　１人・６件 

市民意識調査（第四次総合計画・ 
男女共同参画プランに係る調査含む） 広報相談課 

パブリックコメント 
平成20年12月15日 
～平成21年１月15日 

意見提出 
　　　２人・11件 

座間市高齢者保健福祉計画・ 
第４期介護保険事業計画の策定 長寿介護課 

パブリックコメント 
平成21年１月15日 
　　　～２月13日 

意見提出は 
ありませんでした 

座間市障害者計画の策定 障害福祉課 

パブリックコメント 
平成21年２月１日 
　　　～３月２日 

座間市耐震改修促進計画の策定 建築・住宅課 

座間市総合都市交通計画 
策定委員会 平成21年２月９日 １回開催 座間市総合都市交通計画の策定 都市計画課 

パブリックコメント 
平成21年２月15日 
　　　～３月16日 

意見提出 
　　　１人・10件 

「(仮称）第四次座間市総合計画」 
策定方針について 政策課 

施　策　名 実施方法 実施時期 実施結果 担　当 

広報ざま【座間市のお知らせ】No.836 平成21年（2009年）７月１日４広報ざま【座間市のお知らせ】No.836 平成21年（2009年）７月１日５

特 別 会 計 と 企 業 会 計財 産 と 負 債 （ 一 般 会 計 ）

一 般 会 計 一
般
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体

の
行
政
運
営
の
た
め
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
会
計
で
す
。
そ

の
予
算
額
は
、
表
１
・
２
の
と
お

り
、
平
成
二
十
年
九
月
末
現
在
の

三
百
五
億
八
千
六
百
六
十
四
万
二

千
円
に
七
回
の
補
正
額
二
十
八
億

三
千
二
百
五
十
二
万
四
千
円
を
加

え
た
、
総
額
三
百
三
十
四
億
一
千

九
百
十
六
万
六
千
円
に
な
り
ま
し

た
。三

月
末
ま
で
の
歳
入
の
状
況
は
、

グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
で
す
。
一
般

会
計
全
体
で
は
、
合
計
二
百
九
十

二
億
七
千
三
百
十
万
五
千
八
百
三

十
一
円
が
収
入
済
み
で
、
収
入
率

は
八
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

ま
た
、
三
月
末
ま
で
の
歳
出
の
状

況
は
、
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
全
体
で
は
、
合
計
二
百

八
十
六
億
五
千
四
百
五
十
六
万
一

千
四
百
九
十
一
円
が
支
出
済
み
で
、

執
行
率
は
八
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
、
特
定
の
収
入

と
支
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経
理
す
る
会
計
で
す
。
本
市
で
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
、

公
共
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事

業
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

の
五
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
・
歳
出
の
状
況

は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

企
業
会
計
は
、
一
般
的
に
は
株

式
会
社
な
ど
の
民
間
企
業
に
お
け

る
会
計
の
総
称
で
す
が
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
上
で
は
地
方
公

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
財
政
状
況
を
年
二
回
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
二
十
年
度
下
半
期
（
平
成
二
十

年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当

財
政
課
　
�
０
４
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（表１）歳入予算の推移 （単位：千円）
　 款 　  
市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割交付金  
配 当 割交付金  
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
 
地方特例交付金 
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  
合　　　　　計 

国有提供施設等所在  
市町村助成交付金等  

９月末予算額 ３月末予算額 補正額 
18,446,373 
286,000 
115,000 
118,000 
56,000 

1,039,000 
263,000 
235,228 
162,089 
475,200 
25,000 
395,396 
374,771 

3,115,259 
1,673,562 
17,130 
4,112 

950,535 
690,000 
513,087 

1,631,900 
30,586,642

0 
△ 5,741 
△ 38,062 
△ 81,759 
△ 42,467 
△ 73,829 
△ 34,092 

2,564 
105,665 
195,566 

0 
14,325 
△ 185 

2,533,475 
20,799 
15,076 
5,639 

160,430 
34,717 
6,703 
13,700 

2,832,524

18,446,373 
280,259 
76,938 
36,241 
13,533 
965,171 
228,908 
237,792 
267,754 
670,766 
25,000 
409,721 
374,586 

5,648,734 
1,694,361 
32,206 
9,751 

1,110,965 
724,717 
519,790 

1,645,600 
33,419,166

（表２）歳出予算の推移 （単位：千円）
　 款 　  
議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
労 働 費  
農 林 水産業費  
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
予 備 費  
合　　　　　計 

［グラフ１・２用語解説］ 
歳　入 
市 税  
国庫支出金 
市 債  
県支出金 
地方消費税
交 付 金  
繰 越 金  
繰 入 金  

市民税や固定資産税などの市に納められた税金 
国から交付される補助金や負担金など 
公共施設の整備などに使う市の借金 
県から交付される補助金や負担金など 
県に納められた地方消費税の２分の１に相当する額を、市町
村の人口と従業員数で案分して、各市町村に交付されるお金 
前年度から本年度に持ち越したお金 
積み立てられた資金などから引き出したお金 

歳　出 
民 生 費  
総 務 費  
公 債 費  
土 木 費  
衛 生 費  
教 育 費  
消 防 費  

高齢者や障害者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費 
住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などの経費 
市の借金の元金と利子を支払うための経費 
道路、河川、公園などの整備のための経費 
ごみ処理や市民の健康の維持・増進などに必要な事業のための経費 
小・中学校での教育、生涯学習などの経費 
消防・救急活動、防災など市民の安全を守るための経費 

９月末予算額 ３月末予算額 補正額 
291,269 

4,705,569 
10,318,968 
3,314,401 
115,964 
107,046 
106,240 

3,315,171 
1,500,949 
3,002,216 
3,743,030 
23,195 
42,624 

30,586,642

481 
2,077,822 
659,749 
11,091 

0 
△ 524 
△ 3,069 
113,954 
2,200 

△ 1,769 
0 

△ 10,133 
△ 17,278 
2,832,524

291,750 
6,783,391 
10,978,717 
3,325,492 
115,964 
106,522 
103,171 

3,429,125 
1,503,149 
3,000,447 
3,743,030 
13,062 
25,346 

33,419,166

一
　
般
　
会
　
計

特
別
会
計
・
企
業
会
計

区　分 平成２１年３月末現在 平成２０年９月末現在 増減額等 増減率 

土 地  

建 物  

基 金  

有 価 証 券 等  

909,660㎡ 

250,517㎡ 

15億9,098万円 

2億6,262万円 

909,132㎡ 

251,997㎡ 

15億8,676万円 

2億5,643万円 

528㎡ 

△1,480㎡ 

422万円 

619万円 

0.1% 

△0.6% 

0.3% 

2.4%

（表５）市の財産 

区　分 平成２１年３月末現在 平成２０年９月末現在 増減額 増減率 

市 債  

土地開発公社の借入金 

合 計  

267億6,247万円 

10億8,771万円 

278億5,018万円 

267億4,102万円 

10億3,170万円 

277億7,209万円 

2,145万円 

5,601万円 

7,809万円 

0.1% 

5.4% 

0.3%

（表６）市の負債 

区　　　分 支出済額 
（千円） 

収入率 
（％） 

収入済額 
（千円） 

予　算　額 
（千円） 

執行率 
（％） 

国民健康保険事業特別会計 
老 人 保 健 特 別 会 計  
公共下水道事業特別会計 
介護保険事業特別会計 
後期高齢者医療保険事業特別会計 

12,363,013 
545,570 

4,143,203 
4,554,659 
777,957

10,365,964 
504,471 

3,535,833 
4,342,625 
748,058

11,123,229 
493,906 

3,860,688 
4,116,138 
703,845

90.0 
90.5 
93.2 
90.4 
90.5

83.8 
92.5 
85.3 
95.3 
96.2

（表３）特別会計の歳入・歳出の状況 （平成２１年３月３１日現在） 

区　　　分 支出済額 
（千円） 

収入率 
（％） 

収入済額 
（千円） 

予　算　額 
（千円） 

執行率 
（％） 

収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 

1,975,977 
1,982,610 
865,408 
723,599

1,755,079 
――― 

802,768 
――― 

――― 
1,913,592 

――― 
625,498

―― 
96.5 
―― 
86.4

88.8 
―― 
92.8 
―― 

（表４）企業会計の収入・支出の状況 （平成２１年３月３１日現在） 

水道事業会計 

0 10 30 50 70 90 110 130 150 170 190

0 10 30 50 70 90 110

184億4,637万3千円 
181億2,856万6千円（98.3％） 

56億4,873万4千円 
31億7,230万4千円（56.2％） 

16億9,436万1千円 
13億6,792万5千円（80.7％） 

16億4,560万円 
11億3,110万円（68.7％） 

11億1,096万5千円 
7億2,541万2千円（65.3％） 

9億6,517万1千円 
9億6,517万1千円（100％） 

7億2,471万7千円 
7億2,471万7千円（100％） 

31億8,324万5千円 
30億5,791万1千円（96.1％） 

（グラフ１）歳入の状況 （平成21年３月31日現在） 

109億7,871万7千円 
101億6,083万2千円（92.6％） 

67億8,339万1千円 
36億6,419万7千円（54.0％） 

37億4,303万円 
37億2,096万9千円（99.4％） 

34億2,912万5千円 
31億 722万8千円（90.6％） 

33億2,549万2千円 
32億 158万5千円（96.3％） 

30億 44万7千円 
27億7,665万4千円（92.5％） 

15億 314万9千円 
14億3,852万1千円（95.7％） 

6億5,581万5千円 
5億8,457万7千円（89.1％） 

（グラフ２）歳出の状況 （平成21年３月31日現在） 
（億円） 

（億円） 

民 生 費  

総 務 費  

公 債 費  

土 木 費  

衛 生 費  

教 育 費  

消 防 費  

そ の 他  

予算額 

支出済額（執行率） 

予算額 

収入済額（収入率） 

市 税  

国庫支出金 

県支出金 

市 債  

繰 入 金  

 

繰 越 金  

そ の 他  

地方消費税 
交 付 金  

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
公
営

企
業
の
会
計
の
こ
と
で
す
。
本
市

で
は
水
道
事
業
が
企
業
会
計
に
当

た
り
、
そ
の
収
入
・
支
出
の
状
況

は
表
４
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
一
年
三
月
末
現
在
の

市
の
財
産
は
表
５
、
市
の
負
債
は

表
６
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
市
債
に
は
、
国
が
行
っ

た
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減
収
額

を
埋
め
る
た
め
の
減
税
補
て
ん
債

二
十
一
億
四
千
百
十
六
万
円
（
う

ち
借
換
分
十
六
億
五
千
二
十
九
万

円
を
含
む
。）、
臨
時
税
収
補
て
ん

債
三
億
六
千
八
百
二
十
四
万
円
お

よ
び
地
方
交
付
税
の
振
替
額
の
う

ち
地
方
負
担
分
と
な
る
臨
時
財
政

対
策
債
九
十
三
億
一
千
七
百
七
十

七
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

財
産
と
負
債（
一
般
会
計
）

市
で
は
、
市
民
参
加
に
よ
る

「
協
働
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
や
審
議
会
結
果
な
ど
の
、

市
民
参
加
の
実
施
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
中
に
予
定

し
て
い
る
「
協
働
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
に
基
づ
く
市
民
参
加
の

実
施
内
容
と
、
平
成
二
十
年
度

に
実
施
し
た
市
民
参
加
の
実
施

状
況
は
表
１
・
２
の
と
お
り
で

す
。な

お
、
表
１
の
今
年
度
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
実

施
時
期
は
、予
定
で
あ
る
た
め
、

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
意
見
募
集
に
当
た

っ
て
は
、
広
報
ざ
ま
と
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
担
当
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
と

き
に
市
民
参
加
を
求
め
ま
す
。

・
市
の
基
本
構
想
や
基
本
的
な

計
画
を
策
定
ま
た
は
変
更
す

る
と
き

・
市
の
基
本
的
な
制
度
を
定
め

る
条
例
を
制
定
ま
た
は
改
廃

す
る
と
き

・
義
務
を
課
し
、
権
利
を
制
限

す
る
条
例
を
制
定
ま
た
は
改

廃
す
る
と
き

・
市
の
す
べ
て
の
区
域
を
対
象

と
し
、
市
民
生
活
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
制
度
を
制
定

ま
た
は
改
廃
す
る
と
き

た
だ
し
、
対
象
事
項
で
あ
っ

て
も
災
害
の
よ
う
に
緊
急
を
要

す
る
も
の
や
、
市
税
の
賦
課
徴

収
、
そ
の
ほ
か
金
銭
の
徴
収
に

関
す
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て

は
、
対
象
と
し
な
い
こ
と
が
で

き
ま
す
。

市
は
、
次
の
方
法
の
う
ち
か

ら
一
つ
以
上
の
適
切
な
方
法
で

市
民
参
加
を
求
め
ま
す
。

・
意
見
公
募
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）

※
市
が
政
策
な
ど
の
案
を
公

表
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
募
集
し
、
提
出

さ
れ
た
意
見
の
概
要
や
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど

を
公
表
す
る
方
法
で
す
。

・
公
聴
会
手
続

※
市
が
政
策
な
ど
に
関
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
直
接
聴
く
た
め
に
、
公
述

人
を
選
定
し
て
、
意
見
を
聴

く
会
合
を
開
催
す
る
方
法
で

す
。

・
市
民
説
明
会
手
続

※
市
が
政
策
な
ど
の
案
や
課

題
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

説
明
し
、
自
由
な
意
見
交
換

を
行
う
目
的
で
実
施
す
る
集

ま
り
を
開
催
す
る
方
法
で
す
。

・
審
議
会
等
手
続

※
市
が
審
議
会
な
ど
と
呼
ば

れ
る
機
関
を
設
置
し
、
市
の

施
策
な
ど
に
つ
い
て
諮
問
し

て
意
見
や
提
言
を
求
め
る
方

法
で
す
。

・
市
民
政
策
提
案
手
続

※
市
民
の
皆
さ
ん
が
対
象
事

項
に
か
か
わ
る
政
策
な
ど
を

提
案
し
、
そ
の
提
案
の
概
要

と
提
案
に
対
す
る
市
の
考
え

方
を
公
表
す
る
方
法
で
す
。

な
お
、
提
案
手
続
に
は
「
市

民
か
ら
自
発
的
に
提
案
す
る

も
の
」
と
「
市
か
ら
提
案
を

求
め
る
も
の
」が
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他

※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
フ
ォ

ー
ラ
ム
な
ど
、
事
案
の
内
容

に
適
し
た
、
よ
り
効
果
的
と

認
め
ら
れ
る
方
法
で
す
。

担
当

協
働
ま
ち
づ
く
り
課
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子どもの火遊びによる火災の多くは、大人がいないときや、人目に付きにくい
場所で発生します。そのため、発見が遅れ、人命にかかわる大きな火災へとつな
がる恐れがあります。日ごろから子どもたちに火災の恐ろしさを理解させるよう
家族で話し合うとともに、次の点に十分注意しましょ
う。
・マッチやライターは、子どもの手の届く所に置かな
い

・子どもだけを残して外出しない、車から離れない
・子どもの火遊びを見掛けたら注意してやめさせる
・子どもだけでは火を使わせない

子どもたちが大好きな「おもちゃ花火」は、身近な夏の風物詩です。しかし、
おもちゃとはいえ花火の原料は火薬です。危険性を認識し、次の点に十分注意し
ながら遊びましょう。また、大人が積極的に参加して花火の正しい扱い方や、火
の後始末について指導しましょう。
・注意書きや使用法をよく読み、必ず守る
・水の入ったバケツを用意する
・花火を人や家に向けない
・燃えやすい物がある場所は避ける
・火が衣服に付かないように注意する
・風が強い時はやめる
・たくさんの花火に一度に火を付けない
・筒状の花火は途中で火が消えても筒をのぞかない
・夜遅くには、打ち上げ花火など音の大きい花火をしない
※火の付かなかった花火を処分する場合は、水で十分ぬらし小分けして燃えるご
みとして捨ててください。
担当 消防本部予防課　�046（256）2187 �046（256）3225

○と き　８月30日（日）
○ところ　県立神奈川工業高等学校（横浜市神奈川区平川町19-１）
○試験の種類　乙種４類
○受験資格　制限なし
○申込方法　担当と北・東分署に備え付けの申請書に必要事項を記入し、７月30日
（木）までに申請書に記載されているあて先に郵送
担当 消防本部予防課 �046（256）2187 �046（256）3225

市消防団による消防操法大会が、今年
も次の日程で開催されます。この大会は、
消防団員の士気高揚と団体活動の能力強
化を図るとともに、強固な消防精神の養
成と消防操法技術の向上を図ることを目
的に、１年おきに開かれているものです。
当日は、市内の５つの分団、16部の消

防団員が参加。小型動力ポンプや消防ポ
ンプ自動車により、「安全・確実な操作」
で「いかに早く放水するか」を競います。
消防団は、郷土愛護と奉仕の精神に基づき、日ごろから各種の訓練を重ねるとと

もに、火災予防や広報活動を積極的に展開し、地域防災のため重要な役割を果たし
ています。皆さんの地元消防団員の活躍を間近でご覧いただき、温かいご声援をお
願いします。
○と　き　７月26日（日）午前８時30分～正午（荒天の場合は、８月２日（日）に
順延）

○ところ　入谷小学校校庭
担当 消防総務課 �046（256）2211 �046（256）2215

表１　平成21年度　市民参加の実施予定 

 

 

 

政策課 

 

 

 

公園緑政課
 

 

子育て支援課 

下水道課 

 

 
都市計画課

 

 

市民人権課 

 

下水道課 

施　策　名 実施方法 実施時期 担　当 

まちづくりシンポジウム 

はがきによる市民意見・提案募集 

総合計画審議会 

パブリックコメント 

各種団体との懇話会 

地域別懇談会 

市民懇談会 

市民説明会 
 

パブリックコメント 

座間市公共下水道事業運営審議会 

座間市都市計画審議会 

市民懇談会 

座間市総合都市交通計画策定委員会 

パブリックコメント 

パブリックコメント 

パブリックコメント 

パブリックコメント 

 

４月18日（実施済） 

８月～９月 

９月 

９月・22年１月 

10月・22年２月 

10月・22年２月 

11月 

４月～22年３月 

（月１回開催） 

６月 

６月 

８月 

９月 

４月・７月・10月・12月 

12月～22年１月 

22年３月 

22年３月 

22年３月
 

 

 

 

 

「（仮称）第四次座間市総合計画」の策定 

 

 

 

座間市相模が丘桜並木基本計画の策定 
 

次世代育成支援（子育て支援）行動計画の策定 

座間市公共下水道事業計画及び経営計画の策定 

座間市都市マスタープランの改定 
 

座間市総合都市交通計画の策定 
 

（仮称）ざま男女共同参画プランの策定 

座間市公共下水道中期ビジョンの策定 

座間市公共下水道事業計画（市街化調整区域）

の策定 
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社会を明るくする運動は、すべて
の国民が犯罪や非行の防止と罪を犯
した人たちの更正について理解を深
め、それぞれの立場において力を合
わせ、犯罪や非行のない明るい社会
を築こうとする全国的な運動で、今
年で59回目です。
今年の重点事項は、「犯罪や非行

をした人たちの就労支援」です。少
年非行の現状を、少年たちだけの問
題としてとらえるのではなく、大人
も子どもも含めた地域社会全体へ提
起された問題として、みんなで真剣
に受け止め、家庭・学校・関係機関
が手をつなぎ、地域が一体となって
取り組んでいきましょう。
担当 福祉支援課
�046（252）7122 �046（256）3600

○と　き　７月14日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

▼ＮＴＴ栗原社宅＝１日・15日午前
10時30分～11時30分▼相模野小学
校＝１日午後１時50分～３時30分▼
東原共同住宅８号棟前＝２日・16日
午前10時30分～11時30分▼入谷小学
校＝２日午後２時50分～３時45分▼
相模が丘４丁目多目的広場＝３日・
17日午前10時30分～11時30分▼東原
小学校＝３日午後２時50分～３時45
分▼中原小学校＝８日午後２時40分
～３時▼小松原１丁目児童遊園地＝
９日・23日午前10時30分～11時30分
▼栗原小学校＝10日午後２時45分～
３時45分▼ひばりが丘南児童館＝11
日・25日午後２時30分～３時30分
※雨天中止。学校への巡回は時間が
変更になる場合があります。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

【ざまっ子環境パトロール隊】
○と　き　７月21日（火）午前８時
30分～午後５時

○ところ　市役所５階５－１会議室
○内　容　バスで�ヤクルト本社富
士裾野工場（静岡県裾野市）を見
学し、私たちの生活と環境にやさ
しい取り組みを考える

○対　象　市内在住の小学５年～中
学３年生

○定　員　25人（申込順）
○参加費　100円（保険代）
○持ち物　筆記用具、弁当、飲み物
○申込方法　７月14日（火）までに
電話で担当へ

【目久尻川の水辺観察】
○と　き　７月29日（水）午前９時
～午後４時（小雨決行。午前８時
50分までに市役所玄関前に集合）

○内　容　市内を流れる目久尻川の
最上流点（座間市小池）から相模
川合流点（寒川町一之宮）までを
バスで散策しながら、川の水質の
変化や水辺に生息する植物を観察
する

○対　象　市内在住・在勤者（小学
３年生以下は保護者同伴）

○定　員　25人（申込順）
○参加費　100円（保険代）
○持ち物　筆記用具、弁当、飲み物、
雨具、帽子

○申込方法　７月22日（水）までに
電話で担当へ

担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

○と　き　７月24日（金）①午前11
時開演（午前10時30分開場）②午
後２時開演（午後１時30分開場）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　大人も子どもも楽しめる
音楽の演奏や楽器についてのお話
ほか

○対　象　どなたでも（①は６歳未
満推奨、②は小学校低学年推奨）

○定　員　各200人（申込順）
○申込方法　電話またはファクスで
担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

○と　き　７月28日（火）、８月20
日（木）、９月12日（土）、10月23
日（金）午前10時～午後１時（全
４回）

○ところ　立野台コミュニティセン
ターほか

○内　容　生活習慣と食について、
講義や実習、見学を通して改善点
と改善方法を学ぶ

○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　12人（申込順）
○参加費　2,000円（施設見学時の
交通費を除く）

○申込方法　電話またはファクスで
担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

【卓球】
○と　き　７月25日（土）午前９時
～

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）大体育館

○対　象　市内在住・在勤・在学
者、市卓球協会登録者

○種　目　男・女シングルス（１部

～４部）
※４部は初心者が対象。
※前年２位以上の方は、１クラス
上の部で競技のこと。

○競技方法　参加人数により、トー
ナメントまたはリーグ戦

○参加費　100円（高校生以下50円。
保険代）

○申込方法　７月17日（金）までに
電話またはファクスで��046
（254）9661座間卓球センター（大
木）へ

【水泳】
○と　き　８月９日（日）午前９時
受付（雨天決行）

○ところ　立野台プール
○対　象　市内在住・在勤・在学
者、市内スポーツクラブ会員

○種　目

○種目制限　一人２種目まで（リレ
ーを除く）

○参加費　500円（中学生以下300円。
保険代）

○申込方法　７月28日（火）までに
電話で�046（293）7351座間市水
泳協会（福

ふく

寿
じゅ

谷
や

）へ
担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　①７月11日（土）②12日
（日）午後０時30分～４時
○ところ　リサイクルプラザ工房室
○内　容　裂き布を再利用して布草
履を作る

○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　各15人（申込順）
○参加費　300円（材料代）
○持ち物　白か黒の木綿糸、木綿針
○申込方法　希望日を指定の上、７
月10日（金）までに直接または電
話で担当へ

担当 リサイクルプラザ
�046（252）7963 �046（252）7964

○と　き　７月17日（金）午後０時
50分～４時30分（雨天時は24日
（金）に順延）
○ところ　県立座間谷戸山公園
○対　象　市内在住の植物に興味の
ある方で、おおむね60歳以上で健
康な方

○定　員　15人（申込順）
○参加費　500円（保険代・テキス

ト代ほか）
○申込方法　電話で担当へ
※後日、詳細な案内を送付。
担当 シルバー人材センター
�046（254）5361 �046（251）9280

○と　き　①７月24日（金）②７月
27日（月）～８月22日（土）のう
ち３日間③８月26日（水）

○ところ　①③サニープレイス座間
（総合福祉センター）②市内福祉
施設

○内　容　高齢者・障害者・保育施
設でのボランティア体験と研修を
通して地域福祉を学ぶ

○対　象　市内在住・在学の中学・
高校生

○定　員　80人（申込順）
○申込方法　サニープレイス座間、
市内中・高等学校、各コミュニテ
ィセンターなどの市内公共施設に
備えてある所定の申込用紙に必要
事項を記入の上、７月11日（土）
～14日（火）（日曜日を除く）に
担当に持参
※７月11日（土）午前10時～正午
と午後１時～３時に説明会を開催
します。

担当 市社協ボランティアセンター
�046（266）2002 �046（266）2009

◆夏休みクラフトスクール
○と　き　７月25日（土）午後１時
30分～４時30分

○内　容　あかり作り
○対　象　小学生以上（保護者同伴）
○定　員　20人（申込順）
○参加費　1,000円（材料代）
○持ち物　はさみ、木工用ボンド、
ぞうきん、クレヨン、色鉛筆、定
規ほか

○申込方法　７月22日（水）までに直
接または電話、ファクスで同館へ

◆ひがし映画会
○と　き　７月18日（土）午前10時
30分～11時30分

○内　容　「ミッキーマウスのゆか
いな船長さん」「くまのプーさん
プーさんと大あらし」「少年アシ
ベ　ゴマちゃんの交通安全」

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆わくわく科学教室～科学工作で楽
しく科学

○と　き　７月18日（土）、19日（日）
午後１時～４時30分（全２回）

○内　容　①高い音・ひくい音ー音
で遊ぼう②電池と回路③自由電子
が見えたなら（いずれも工作）

○対　象　①小学１・２年生②小学
３・４年生③小学５年～中学生

○定　員　各25人（申込順）
○持ち物　筆記用具
○参加費　各500円（材料代）
○申込方法　７月12日（日）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆夏休み卓球教室
○と　き　７月22日（水）午後１時
～４時

○内　容　ラケットの握り方からゲ
ームまでを楽しむ

○対　象　小学１年生以上
○定　員　30人（申込順）
○持ち物　タオル、飲み物、室内用
運動靴、ラケット（持っている方）

○申込方法　７月19日（日）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆親子ふれあい木工教室
○と　き　７月26日（日）午前９時
～正午

○内　容　木材で本立てなどを作る
○対　象　小・中学生とその親
○定　員　20組（申込順）
○持ち物　ごみを入れるビニール
袋、タオル、飲み物

○申込方法　７月19日（日）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆部分日食観望会
○と　き　７月22日（水）午前９時
30分～午後０時30分

○内　容　46年ぶりの昼間の天体シ
ョー（日食）を見る

○入　場　自由
○申込方法　当日直接同センターへ
◆北文町中たんけん隊
○と　き　①９月12日（土）②10月
17日（土）③25日（日）④11月28
日（土）⑤12月20日（日）⑥平成
22年１月16日（土）⑦２月20日
（土）①⑥午前８時～午後５時②
～⑤⑦午前10時～正午（全７回）

○内　容　科学ものづくり、藤野町
との交流事業、アイススケートで
遊ぶほか

○対　象　小・中学生
○定　員　30人（申込順）
○参加費　無料（交流事業、アイス
スケート参加時は実費負担）

○申込方法　７月18日（土）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆げんきっ子クラブ～リバートレッ
キング

○と　き　８月１日（土）午前８時
15分～午後４時30分

○ところ　県立清川青少年の家およ
び谷太郎川（集合・解散は同セン
ター）

○内　容　川の流れや強さを感じな
がら谷太郎川をさかのぼる

○対　象　市内在住の小学４年～中
学生と保護者（小学生は必ず保護
者同伴）

○定　員　20人（多数抽選）
○持ち物　弁当、飲み物、軍手、水
着、タオルほか

○参加費　500円（当日集金）
○申込方法　７月10日（金）までに、
往復はがきに氏名（ふりがな）、
性別、年齢、住所、電話番号「リ
バートレッキング希望」と明記
（同伴する保護者についても必ず
明記）し同センターに郵送。直接
の場合は必要事項を書いたメモと
返信用はがきを持参

◆ダンス・ダンス・ダンス
○と　き　①８月６日（木）、７日
（金）、19日（水）～21日（金）午

前10時～正午②８月23日（日）時
間未定（全６回）

○内　容　①ダンスを基礎から学び
作品を作る②同センターの夏まつ
り「ひまわりらんど」で発表

○対　象　市内在住の小学生
○定　員　30人（多数抽選）
○申込方法　７月15日（水）までに、
往復はがきに氏名（ふりがな）、
住所、電話、学校、学年、「ダン
ス参加希望」と明記し同センター
に郵送。直接の場合は必要事項を
書いたメモと返信用はがきを持参

◆夏休み自由研究応援講座2009～図書
館を使って調べ学習にチャレンジ

○と　き　７月19日（日）①午前９時
30分～正午②午後１時30分～４時

○内　容　調べ学習を体験し作品を
作る（①と②は同じ内容）

○対　象　小学１年～３年生の親子
○定　員　各20組（申込順）
○申込方法　直接または電話、ファ
クスで同館へ

◆座間市特別職報酬等審議会委員
○募集人数　２人程度
○応募資格　20歳以上の市内在住者
で平日昼間の会議（年２回程度）
に出席できる方

○任　期　８月（予定）～平成22年
３月31日

○報　酬　日額8,400円
○応募方法　７月24日（金）までに
所定の申込書（担当に備え付け。
市ホームページからも入手可）に
必要事項を記入の上、400字詰め
原稿用紙２枚以内の小論文（特別
職の報酬等について）を添えて本
人が担当に持参（土曜・日曜日、
祝日を除く午前８時30分～午後５
時15分）

担当 職員課
�046（252）7911 �046（252）7492

◆理学療法士（非常勤職員）
○募集人数　１人
○応募資格　理学療法士免許取得者
（なるべく小児療育経験者）
○業務内容　障害児・者や障害の疑
われる子どもと家族の相談・支援

○勤務期間　７月15日～平成22年３
月31日

○勤務日時　月曜～金曜日のうち２
～４日、午前８時30分～午後５時
15分（勤務日数、時間については
応相談）

○賃　金　市規定による（交通費は
上限有り）

○応募方法　７月６日（月）までに
市販の履歴書（写真添付）に必要
事項を記入の上、本人が担当に持
参か郵送

担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

◆東地区文化センター図書室事務補
助員（非常勤職員）

○募集人数　１人
○応募資格　健康で図書に興味のあ
る方

○業務内容　図書の貸し出し、整理
など

○勤務期間　８月１日～平成22年３
月31日

○勤務日時　火曜～日曜日のうち２
日程度、午前８時30分～午後５時

区　分 と　　　き と　こ　ろ 

弁　護　士 

交　通　事　故 
不　動　産  
（取引・契約） 

障　害　児　者 
（身体・知的） 

市　民　一　般 

分譲マンション 
（近隣・管理組合） 

行　　　　政 
（国に対する要望） 

消　費　生　活 
（訪問販売・多重債務など） 

行　政　書　士 
（相続・遺言書） 

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８ 

�０４６（２５２）８４９０ 
（電話相談も可） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時30分 

毎月第４木曜日午後１時30分～４時30分 

毎月第３火曜日午後１時30分～４時30分 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～正午と午後１時 
～３時30分 

23日 

毎月第２金曜日午後１時30分～４時30分 
（予約制（電話可）。９日まで受け付け 10日 

毎月第３木曜日午前９時30分～11時30分 16日 

21日 

９日 
16日 

司　法　書　士 
（登記・多重債 
務・少額訴訟） 

17日 

８日　 
14日夜 
15日　 
21日夜 
28日夜 

７月の相談日 

受付�０４６（２５２）８２１８ 

市役所３階相談室 
※弁護士・行政書士・
司法書士相談は、いず
れも定員になり次第、
締め切ります。なお、
多くの方が利用できる
ように、行政書士・司
法書士相談は一人30分
以内、弁護士相談は年
間一人につき１回（25
分以内）とさせていた
だきます。要点をよく
整理してご相談くださ
い。 

駐留軍離職者 

青　少　年 

教　　　　育 

子どもいじめ 
ホットライン 

就　　　　学 
（障害児対象） 

母子・父子家庭 

児　　　　　童 

毎週月曜～金曜日午前10時～午後４時 

毎週月曜・水曜・金曜日午前９時～正午と午後１時 
～５時15分 

毎週火曜・金曜日午後１時～５時 
（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～11時30分と午後 
１時～３時30分 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～正午 
午後１時～５時（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

人　　　　権 

ドメスティック 
バイオレンス 

毎月第２火曜日午前９時～11時30分 14日 

毎月第３木曜日午前10時～午後３時 16日 

市役所１階子育て支援課 

市役所１階子育て支援課 

青少年センター１階 
青少年相談室 

市役所５階教育指導課 

市役所５階教育研究所 

市役所３階市民人権課 

市役所３階相談室 

ふれあい会館２階 

市役所１階障害福祉課 

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８４８３ 

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４ 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～午後６時 �０４６（２５９）２１６４ 
（電話相談のみ） 

担当　教育指導課 �０４６（２５２）８７３２ 

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７ 

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１ 

相談専用電話 
�０４６（２５５）０５００ 

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４ 

担当　障害福祉課 �０４６（２５２）７１３２ 

毎月第２・第３木曜日午後１時30分～４時
30分（予約制（電話可）。１日午前８時30分
から今月分を受け付け） 
奇数月第３金曜日午後１時30分～４時30分
（予約制（電話可）。１日午前８時30分から
今月分を受け付け） 

今月は第２・第３・第４火曜日午後６時30
分～９時、第２・第３水曜日午後１時30分
～４時30分（予約制（電話可）。１日午前
８時30分から今月分を受け付け） 

○賃　金　時給804円～884円
○応募方法　７月14日（火）までに市
販の履歴書（写真添付）に必要事項
を記入の上、本人が担当に持参

担当 東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

○電話相談「子どもの人権110番」
▽とき＝６月28日（日）～７月４日
（土）午前８時30分～午後７時（土
曜・日曜日は午前10時～午後５時）
▽内容＝学校でのいじめや体罰な
ど、子どもに関わる心配事や困って
いる問題について▽相談先＝県人権
擁護委員連合会子ども人権専門委員
�0120（007）110
○押し花絵の楽しみ方
▽とき＝７月25日（土）午後１時30
分～４時▽ところ＝東地区文化セン
ター▽内容＝季節の押し花で絵はが
き・しおりの制作▽定員＝30人（申
込順）▽参加費＝500円▽持ち物＝
筆記用具、ピンセット、はさみほか
▽申込方法＝絵はがき・しおりのい
ずれかを選択し７月15日（水）まで
に電話で�046（253）0781（東地区文
化センター）まで▽問い合わせ先＝

７月に納めていただくのは
▽固定資産税・都市計画税（第２期）▽国民健康保険税（第２期）
※最寄りの市指定金融機関（ゆうちょ銀行を含む）、郵便局、市役所
または各出張所で納めてください。使用料などもお忘れなく。
※納期限を過ぎると、延滞金を納めていただく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時30分から正午まで、市役所において
市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています（今月は７月11
日・25日）。
※詳しい内容は収納課�046（252）8021へ（国民健康保険税については
国保年金課�046（252）7003へ）。

生涯学習ボランティア研究会�046
（256）2952（廣瀬）
○夏休み子ども環境体験教室
▽とき＝７月30日（木）午前10時～
午後０時30分▽ところ＝青少年セン
ター▽内容＝ソーラーオルゴールを
作って地球温暖化について学ぼう▽
対象＝小学４～６年生▽定員＝30人
（多数抽選）▽申込方法＝７月15日
（水）までにはがきに名前、学年、
住所、電話番号を明記し郵送▽郵送
先＝〒228-0024入谷3-3946-2-206
（NPO法人神奈川県環境学習リーダ
ー林恵子）�046（255）0761

「社会を明るくする運動」強化月間

教育委員会７月定例会

移動図書館ひまわり号巡回日程

夏休み環境教室

音のびっくり箱

食生活を取り巻く環境の変化
～生活習慣を見直そう～

市総合体育大会～卓球・水泳

小学１・２年生 

小学３・４年生 

小学５・６年生 

中学・高校生 

一般男女 

一般男子 
（30歳以上） 

40歳以上の男子 
30歳以上の女子 

25㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ、100㍍リレー 

未就学児 
25㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・ 
バタフライ、100㍍・200㍍個人
メドレー、200㍍リレー・メド
レーリレー 
※メドレーリレーは５・６年生
のみ 

50㍍・100㍍自由形・平泳ぎ・
背泳ぎ・バタフライ、200㍍個
人メドレー、200㍍リレー・メ
ドレーリレー 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・ 
バタフライ、200㍍個人メドレ
ー、200㍍リレー・メドレーリ
レー 
※個人メドレーは一般男女のみ 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ 

参加者区分 競技種目 

布ぞうりを作ってみませんか？

樹木医と歩く谷戸山公園

ボランティア体験サマースクール

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704
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「雨の季節を涼しく過ごす」 
○と　き　７月８日（水）午後０時３０分～０時５０分 

○ところ　市役所１階市民サロン 

○曲　目　ショパン「雨だれのプレリュード」 

　　　　　ドビュッシー「月の光」　ほか 

○演奏者　ピアノ　古川習さん 

現在、新型インフルエンザの感染が拡大しておりますので、予防に心掛
けましょう。
特に、妊娠中や糖尿病などの方は、新型インフルエンザに感

染すると重症化する可能性がありますので、ご注意ください。
予防方法として、次のことに気を付けましょう。

・しっかりとせっけんによる手洗いや、うがいをしましょう。
・抵抗力を高めるため、休養と栄養を十分とりましょう。
・咳やくしゃみなどによる感染を防ぐため、マスクを着用しましょう。
担当 保健医療課　�046（252）7213 �046（252）7043

市では、８月１日から、市が所有する防
犯パトロール車を市職員の運転手付きで貸
し出す制度を開始し、皆さんの自主的な防
犯パトロールをサポートしていきます。
この制度は無償でご利用いただけますの

で、積極的なご利用をお待ちしています。
○対象団体　自治会、防犯活動団体などの
自主的に防犯パトロール活動を実施して
いる団体

○貸出日時　原則として、月曜日～金曜日の午後１時30分～５時
※貸し出し時間は１日３時間以内です。

○申込方法　市ホームページから申請書をダウンロードするか、市役所２
階安全対策課で申請書を受け取り、必要事項を記入の上、防犯パトロー
ル実施日の３カ月前から前日までに直接担当へ

担当 安全対策課 �046（252）8158 �046（252）7773

＜出せるもの＞
●新聞紙類（チラシも同様）
●雑誌、古本など
●段ボール
●お菓子、靴の箱、ティッシュの箱などのボール紙
●牛乳パック類
※ミックスペーパーの出し方は、あらためて本紙で
お知らせします。
＜出し方＞
・種類ごとにひもで十文字に縛ってください。
・牛乳パック類は、開いて水洗いし、乾かしてから十文字に縛って出して
ください。

・雨天でも収集を行いますが、大雨や台風のときは、次の収集日に出して
ください。

※収集は、紙の種類ごとに行います。一部残っているようでも、別の車が
収集しますので、しばらくお待ちください。
＜再利用先＞
収集された紙類は次のように再利用されます。ご

みの減量化、資源化のため分別にご協力をお願いし
ます。
●段ボール ⇒ 段ボール
●新聞（チラシ含む） ⇒ 新聞・ＯＡ紙
●雑誌（菓子箱などを含む） ⇒ 雑誌、絵本、アル
バム、洗剤やお菓子の箱など

●牛乳パック ⇒ キッチンペーパーなど
担当 資源推進課 �046（252）7985 �046（252）7616
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市では、平成21年２月１日（基準日）に配偶者からの暴力により、住民
登録などをせずに居住しているDV被害者で定額給付金などを受給できな
い方への支援策として、市が独自に相当額を給付します。
○受　付　６月22日（月）～12月22日（火）（土曜・日曜日、祝日は除く）
午前８時30分～午後５時15分

※申請に当たり、証明書などの添付が必要となります。詳しくは担当にお
問い合わせください。
担当 市民人権課 �046（252）8483 �046（252）0220

市内の交通事故発生件数は増加傾向にあり、特に、自転車、オートバイ、
高齢者に関する事故はいずれも昨年の件数を上回っています。
このような交通事故を防止するために、自転車利用時は、飛び出し事故

防止のため、見通しの悪い交差点での十分な左右の安全確認や、歩道通行
時には歩行者優先を守り、スピードを控え目にしましょう。また、路地か
らの車やオートバイの頭だしに注意することも大切です。
オートバイ利用時は、スピードを控えて交差点での右折車、左折車に注

意し右直事故、左折巻き込み事故に注意しましょう。
高齢者の方は、特に歩行中の交通事故が多く発生しています。道路を横

断するときは少し遠回りしてでも信号機のある交差点や横断歩道を利用
し、左右の安全をよく確かめて横断するようにしましょう。

朝や夕方、住宅地の生活道路を利用している運転手は、スピードを控え
目にして、歩行者や自転車に対する思いやりのある運転をお願いします。
なお、飲酒運転による交通事故は依然として発生しています。平成21年

６月１日から道路交通法が改正され、酒気帯び運転でも免許取消になって
しまいます。飲酒運転は絶対しない、同乗しない、運転者には酒類を出さ
ない、など飲酒運転を絶対許さない環境を作りましょう。
道路を利用する一人一人が、交通事故を起こさないようにし、さらに交

通事故に遭わないように日ごろから注意することによって、交通事故の無
い安全で安心な座間市をつくりましょう。
問い合わせ 座間警察署 �046（256）0110
担当 安全対策課 �046（252）8158 �046（252）7773
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